
シンプルな操作で投与情報を電子化
国際標準規格のDICOM通信を実現

Bridgea GATEWAYにより、核医学被ばく管理の国際標準データフローに
従ったネットワーク通信が可能です。正確な実投与量を国際標準規格に
基づき電子化することで、投与量と画質のバランスを可視化します。
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国際標準化された核医学の放射線被ばく監視のこと。DICOMによる
レポートの生成、保存、取得などができるように、放射性医薬品情報の
報告システムと院内システムとの通信を定めている。

（参考：IHE（2019）、核医学放射線被ばく監視統合プロファイル使用添付資料）

　国際標準規格（DICOM RRDSR）に準拠し、
放射性医薬品の使用履歴、実効投与量を正確
かつ効率的に取得します。
　そのデータを国際標準データフローに従っ
たネットワーク通信でシステム化し、包括的に
管理します。
　RISやPACSがRRDSRに準拠していなくて
も、Dose Screen形式で送信することができ
ます。

REM-NMについて

国際標準化された放射性医薬品線量構造化レポートのこと。DICOM
形式で放射性医薬品の正確な投与量情報などが記録されている。
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